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北政巳先生退職記念号に寄せて
勘　坂　純　市 * 
　北政巳先生は、大阪大学大学院博士課程に学ばれ、1971年の創価大学開学時に、経済史科目
担当の講師として創価大学に赴任された。その後、1980年に助教授、1984年に教授に昇任され、
教育に取り組んでこられた。この間、1987年より 1996年までの 10年間は国際部長の重責を担わ
れ、創価大学の国際化に多大な貢献をされてきた。さらに、その後も、北先生は、副学長補、比
較文化研究所長、アフリカ研究センター長、大学院経済学研究科長などを歴任され、創価大学の
発展に大きく貢献されている。また、研究の面でもスコットランド経済史、明治期日本における
「お雇い外国人」の研究では、わが国における第一人者として大きな成果を残されてきた。
　しかし、北先生のご功績は、こうした役職・研究業績を並べるだけでは、十分に語ることはで
きない。そのバイタリティあふれるお人柄から発せられる、周囲の人間への圧倒的な影響力こそ、
北先生の“功績”として、人々に記憶されるはずである。
　私自身、研究・教育への情熱を北先生から学んだ。ながく国際部長などを務められながらも、
北先生は徹して研究を続けられ、数々の論文 ･ 書籍を出版し続けられた。創価大学の国際部長が
いかに激職であるかを知る者にとって、これ等の北先生の研究業績の高さは驚異的といってよい。
　また、北先生の教育への情熱も簡単に人が真似できるものではない。北先生の指導を受けたゼ
ミの卒業生は、現在、日本中、世界中で活躍されている。様々な国を訪れると、必ずといってよ
いほど北ゼミの卒業生にお会いする。そして、その一人ひとりがみな、大学時代に北先生から受
けた薫陶を懐かしそうに語ってくださる。このことが、何よりも北先生が、一流の教育者であっ
たことを物語っているだろう。
　さらに、私自身は、北先生から、創価大学創立者である池田大作先生へのまっすぐな敬意も学
んだ。北先生の大学時代の恩師や、留学先での指導教官は、みな創価大学や池田先生の思想への
よき理解者となられている。それも、北先生のお人柄と情熱のなせる結果と思えてならない。
　北先生が、経済学部を去られることは、本当にさびしい。しかし、私も、北先生の謦咳に接す
ることができた者の一人として、北先生の姿勢に学び、その情熱を引き継ぐ決意で、創価大学の
発展のために全力を尽くして行きたい。
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